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各種の新型気象測器（雨量計・雪量計）

矢 島 幸 雄＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ　最近気象庁において各種の新型気象測器が使われてい

る．このような新型気象測器を計画し，製作した目的は

つぎのようである．

　（i）観測の機械化．これは露場測器の隔測を行い・

観測者の労力を軽減する．

　（ii）通報の迅速化．これは隔測し各気象要素の指示

を観測室に集め通報を迅速に行うようにする．

　（iii）　記録の長期自記化．人手をはぶき，連続記録を

行わせる．

　（iv）観測点の充実．平野部だけでなく山岳地帯にも

観測点を設ける．また居住困難な場所にも観測点を置く・

　（v）観測精度の統一．自記を行わせ，今まで精度の

低かった襯測所の観測精度を向上させる．

　さて各種の新型気象測器を雨量計，雪量計および一般

に大別し，本文では新型雨量計および雪量計すなわち無

線ロボット雨量計，長期自記雨量計，転倒ます型隔測自

記雨量計，隔測自記雪量計，積算雪量計および採雪器の

構造，特性などを総合報告する．

1．無線ロボット雨量計1－3）

　1．1まえ：がき

　1951年に研究を開始し，1952年から送信装置172台

（中継装置6台を使用する）を全国各地に設置・実用し

ている．本器は，田村昌進技官（現在，気象研究所気象

測器研究部）の考案したものである．

　1．2　構　　造

　本器は，無線電波を使い雨量を遠隔測定する気象測器

である．山岳地帯に選んだ雨量の観測地点に小屋を建て

送信装置を置き，ここから定時に雨量の積算値を無線符

号として電波で発射する．これを基地（測候所または通

報所）の受信装置で受信し，観測地点の雨量を知るもの

である．両者の最大距離は50kmで，送信装置は約6カ

月放置できる．なお観測地点は・その附近の雨量の代表

点であると共に，超短波を用いる関係上基地とお互に見

透せることが望まれる．

　送信装置は，受水部，計量部，符号発生部・送信機部・

制御時計部および電源部で構成される・’

　受水部は，観測小屋（幅9尺，奥行6尺・高さ9尺）

の屋根に取付けてある．雨量計の口径は砿14㎝で・受

水口の地上高さは約380cmである．観測地点は，山岳地帯

第1図
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無線・ボット雨量計（観測小屋受水部）
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のため平野部より風が強いので雨の捕捉に対する風の影

響を除くため受水器に風よけをっけ，さらに観測小屋に

よる気流の乱れを減らすために屋根の傾斜を少なくし，

受水口を屋根から約1m離している・受水器内に荒目と細

目の2種の金あみが入れてあって，これで落葉，枯枝な

どが導水管をふさぎ不具合になるのを防ぎ・さらに砂塵

の侵入を防ぐ．

　受水口から入った雨水は導水管をへて計量部に導か

れ，まず炉水器に入り，ここで細かい砂や塵芥を分離し

てきれいな水を転倒ますに注ぐ．このように沮水器は砂

塵による転倒ますのよごれやよごれにより不釣合になる

のを防ぐ．降雨中には常時転1到ますは雨量1mmごとに

交互に転倒し，この時水銀スイッチが1回電接し・符号

発生部の符号送り電磁石が働き雨量積算機に電接回数が

積算される．
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2 各種の新型気象測器（雨量計・雪量計）

第2図　無線・ボット雨量計（計量部）

第3図　無線・ボット雨量計（符号発生部）

　雨量積算機は3桁の計数器で，転倒ますの1転倒すな

わち1電接ごとに1目盛（雨量1mmに相当する）動

き，そこには積算値（000～999である）が示される．雨

量積算機には数字の代りに，これに相当するモールス数

字符号発生用の凹凸すなわち積算符号カムがあって，制

御時計部に制御され毎正時にこの上を移動電鍵が摺動し

て電路を開閉し，数字符号に相当する符号電流を生じ，

これをチョッパーで変謂された断続音（約800c／s）　と

して送信機部に送る．送信機内のフィラメントは制御時

計部により毎正時1分前に点火していて，符号電流を受

けると発振管が発振し，モールス符号が送信空中線から

発射される．符号の送信は15回（所要時間2分30秒～3

分）行われ，送信周波数は414Mcで，その出力は0．3W
｝窓」’　㌧ア

」めQ．

　受信装置は，受信機部，符号受信部，整流器部および

電源部などで構成される．

　受信機部は，ダブルスー一パーヘテロダイン方式の超高

周波受信機である．受信周波数範囲1．よ395～425Mcで

ある．受信空中線で受けた電波は，高周波増幅を行い，

っぎに検波，中間周波増幅をそれぞれ2回行い，さらに

検波，低周波増幅を行いスピーカーで聞く．すなわち基

地では，正時わずか前に受信機のスイッチを入れ待機し，

送信機部からの電波を受け，スピーカーを鳴らす．たと

えば10時に125で，11時に140であればその・差15が10時

2

鰹

　　　第4図　無線・ボット雨量計（受信装置）

から11時までの間の雨量（mm単位）である．なお中継

装置を使った場合は，電波形式が変っているので符号受

信部を受信機部に接続し，ここで検波増幅された高周波

を広帯域増幅し，つぎに振幅制限器で雑音をおさえ，さ

らに検波，低周波増幅を行ってスピーカーで聞く．

　送信装置の計量部の転劉ますを通った雨水は，貯水タ

ンク（直径2生5cm・高さ85cmの円筒で雨量2500mmの容

量がある）に貯えられる．貯水タンク内に目盛尺をさし

こみ雨量の総量を知り・雨量積算機にでた積算雨量を点

検する．両者の差が土3％以内であれば良い．

　制御時計部は電気巻で，電源の開閉を規則正しく行い，

毎正時電波を送るように制御する役目をする．

　送信装置の雨量積算機の送り，移動電鍵の摺動，送信

の各動作は，直流7～7．5Vで行われ，GS－SP型空気湿

電池500Ahを6個使う．制御時計部は，直流7～7．5
Vで動作し，GS－S型空気湿電池60Ahを5個使う．

　第5図　無線・ボット雨量計，送信装置

（難塾蕪禰知無灘難薪讐撫）

受信装置の電源は交流100Vで，淳電の時にも受信で

きるように予備電源として電動発電機，充電器，蓄電池

を備えている．

1．3　特　　性

本器の特性はつぎのようである．

昏天　気”　5．1



各種の新型気象測器（雨量計・雪量計） 3
　山の雨量を山麓においていながらにして，しかも迅遠

に観測でき，洪水予報，ダムコントロールなどに役立っ・

　最大測定距離は50kmである．ただしお互に見透せる

地点であることが必要である．場合によっては中継も可

能である．

　発信装置は約6カ月放置できる．

　測定単位は1mmで，毎正時1時間雨量が観測できる．

　送信装置は直流電源で作動する．

　受暑装置は交流電源で作動する．しかし観測老が受信

機部にスイッチを入れ聞かねばならない．

2．長期自言己雨量計4）5）

2．1まえがき

’1951年から研究，試作を行う．最初口径20c組，転到ま

す型，自記紙送りはぜんまい時計または電気巻時計であ

ったが，1952年から口箆10cm，転倒ます型，自記紙送り

は3カ月巻のぜんまい時計を使う方式にする．現在まで

におよそ289台（気象測器製作所30台，外註259台）製

作，実用中である．

　2．2　構　　造

　本器は，主として河川の上流，山岳地帯や平原などの

無人地帯に設置し，1～3カ月の長期間放置しておき，

その地点の雨量を連続自記させ，その自記紙の記録から

その地点の雨量，降雨時間，降雨時刻を知るための測器

である．

　本器は，受水部，転倒ます部，記録部，時計部および

外ばこで構成されている．

　受水部；受水器の口径は10cmである．受水器の中に2

種の金あみをつけ，荒目の金あみで落葉，枯枝，細目の

金あみで塵芥，細かい砂などが受水器から内部に入り事

故を起すのを防ぐ．輸送の時および格納中は，受水口ふ

たをし受水口の損傷，塵芥の侵入を防ぐ．

　受水部；ろうとの下に炉水器があって，受水器から導

かれた雨水をろ過し，砂塵や浮遊物を取り除き，きれい

な水を転倒ますに注ぎ，転倒ますの汚損を防ぐ役目をす

る．

　転到ます部；本器の計量は転到ますを使う．受水器に

入った雨水は，炉水器をへて転倒ますに注ぎ，転倒ま

すは雨量1mmごとに転i到する．

　記録部；転倒ますの動きは，これと一体の叉状金具か

ち駆動ピンを経てガンギ歯車に伝えられ，これと同軸の

ハートカムを廻転させる．ハートカムの動きに従ってガ

イドピンが動き，ペン支え軸を廻転させるので自記ペン

は自記紙上に雨量を記録する．転倒ますが雨量1mmご

とに転劉するので自記紙上の記録は雨量1mmごとの段

書で往復記録する．1往復は雨量40mmである．

　自記紙は，C．M，0．No．4で1時間6mmの送りで1

巻の全長は16mで3カ月間連続自記できる．

1958月1年
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第6図　長期自記雨量計　　第7図　長期自記雨量計
　　　　転倒ます部　　　　　　　記録部，時計部

　時計部；自記紙送りの時計は，　100日巻のぜんまい時

計である．強力なぜんまいを用い長期間持続させるた

め，ぜんまいの巻き始めと終りとではテンプに加わる力

が異なり時間の遅速を生ずるので，テ・ンプに加わる力を

常に一定にする定力装置がついている．一方150日位持

続するぜんまいを用い，テンプに加わる力のほぼ一定の

100日闇だけを用い定力装置のないものもある．

　巻数表示板は，ぜんまいの巻数を示す．ぜんまいを充

分巻いたとき0（目盛は0～100である）になり，以後

それからの経過日数が示される．たとえば15がでていれ

ば，ぜんまいを充分巻いてから15口経過したことを示

づ．

　時刻表示板は，時計の時刻を表示している．時計の点

倹，保守に役立っ．

　以上に述べた各部は受水器と一体になっている外ばこ

に納められている．外ばこの前，後面に扉があり，ここ

から内部の各部分の点検，手入れおよび調整などを行う・

　本長期自記雨量計は，高さ約55cm，幅および奥行はと

もに25cmで，重量は約18kgである．

2．3　特　　性

本器の特性はっぎのようである．

小形軽量で運搬に便利である．

構造簡単で取扱い容易である．

長期間（1～3月）放置できる．

1mm単位の測定である．

電源を必要としない．

3．転倒ます型隔測自言己雨量計6）

3。1まえがき

　1953，54年度には助炭つき自記雨量計7）を製作’した

が，従来のサイホン式自記雨量計と比較して特別に良い

という結果がでていな、・．一方観測室内で雨量を遠隔自

記したいど、・う要望が非常に強い．そこで検討の結果本

器を採用する．気象測器製作所で設計，製作した総合自

3



4 各種の新型気象測器（雨量計・雪量計）

記気候観測装置の雨量計を参考にし，1955年から約335

台製作，実用している．

3．2　構　　造

　本器は，受水部，転倒ます部，外ばこが一体となって

雨量感部となり，屋外に設置され，観測室内に自記部，

電源が設置される．

　受水部；受水器は外ばこと一体で，口径は20cmであ

る．受水器の中に2種の金あみがあって，荒目の金あみ

　　　　第8図　転倒ます型隔測自記雨量計
　　　　　　　　受水部，転倒ます部
　　　　　　　（外ばこを外したところ）

で落葉，枯枝，細目の金あみで塵芥，細かい砂などが受

水器内に侵入し事故を起すのを防ぐ．

　受水器の下に演水器があって，雨水中に混入した塵芥，

浮遊物をろ過し，きれいな水を転倒ますに注ぐ．

　本器を運搬するときおよび格納中は受水口ふたをして

おき，受水口の損傷および塵芥の侵入を防ぐ．また通風

口（金あみ張り）は，夜閤本器が冷却「したときに器内に

露を結ぶのを防ぐのに役立っ，

　転倒ます部；転倒ますは，雨量0．5mmごとに転倒す

る．浜水器から注がれた雨水によって転倒ますが交互に

転倒するときに，転倒ますの下にある水銀スイッチを交

互に転倒させる．水銀スイッチが転倒するたびごとに瞬

時電気回路を閉じるのでパルスを生ずる．

　自記部；自記部の自記電接計数器の時計は，JISB7301

自記円筒時計（種別E，使用時間1日，周速度12mm／h）

である．

　自記電接計数器のマグネットの鉄片は，残留磁気が少

く，導磁率の大きいパーマ・イを使い，鉄心には珪素鋼

板を使っている．

　転倒ますの1転倒ごとのパルスにより自記電接計数器

のマグネットが作動し送り歯車を1歯だけ廻す．それゆ

え送り歯車と同軸のともえ形カムが送り歯車の1歯分に

相当する角度だけ廻転し，この上にのっている自記ペン

の先端は，自記紙上に1転倒回数を記録する．ともえ形

カムは，半径が廻転角に比例して増すような形であるの

で自記ペンの高さは，その転倒回数に比例「して上昇し，

自記紙の目樒の上端に達すると落下し零位置に戻り，ま

4

た転倒ごとに自記ペンは上昇する．かくて自記紙上に鋸

歯状記録する．1行程は電接回数100回で，1電接が雨

量0．5mmであるので1行程が雨量50mmである．

棚顔灘

第9図
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自記電接計数器

電源；電源としてGS－S型60Ahの空気湿電池3個
を使い，自記電接計数器は，電圧3．5V，使用電流10σ

～120mAで作動する．

　本転倒ます型隔測自記雨量計の雨量感部は，直径20cm，

高さ45cmの円筒である．雨量感部を観測室から50mまで

の所に取付ける．

5．3　特　　性

本器の特性はつぎのようである．

遠隔自記できる．

構造簡単で取扱い容易である．

雨量感部は長期問放置できる．

　0．5mm単位の測定である．

　自記電接計数器（日巻）を使うのて，毎日自記紙を変

えねばならない．

4．　隔測自言己雪量計8）

4．1ま’えがき

　1951年から研究，試作を重ね，実用試験の結果も合せ

検討の末1955年から59台気象測器製作所で設計，製作し，．

さらに37台外註し，実用している．

4．2　構　　造

　本器は，その雪量感部を観測室から約50m離れた降雪

観測に好適な地点に設置，自記部は観測室内に設置する．

両者は電線で結ばれる．雪量感部のある降雪量ごとのパ

ルスを記録，観測室内でいながらにして雪量の観測がで

きる．さら1こ本器は，ろうとをつければそのまま雨量の

観浪旺もできる．

　雪量感部の機構は，上皿ばね秤式で，ばねは温度誤差

をなくすためコエランバーのつる巻ばねを使っている．

口径20cmの受雪口から受雪器内に入った降雪の重量によ

ってばねに伸びを生じ，接点追尾装置で接点の開閉を行

わせ電気回路を断続させ，パルスを自記電接計数器に自

記させる．

惑天　気”5．1．



各種の新型気象測器（雨量計・雪量計）

灘
．・准i

3、聾第10図　隔測自記雪量計，設置したところ

　　　　　　　　（積雪1553m，降雪中）
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5
尾装置の誤動作をなくす．

　本器雪量感部の大きさは，円筒部の直径約43㎝，高さ

95cmである．雪量感部は，観測室から50mまでの所に積

雪深に応じて1，2，3，4mの高さの取付架台を設置，

その上に取付け，観測室内に自記電接計数器，スライド

トランスおよび電池を置く．

　自記部の自記電接計数器（週巻）は，雪量感部からの

パルスでその一マグネット，ラチェット，ともえカムが作

動し，自記紙上に1電接を記録する．

　電源は，GS－P型60Ahの空気湿電池4個を使い，自

記電接計数器は電圧6Vで作動する．電熱器用としては

交流100Vを使う．

4．3特　　性

ノ

受雪器

受曹器

受皿

電熟器
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第11図　隔測自記雪量計，内部構造

　受雪器およびその中の降雪の重量をばねで支えてい

る．ばねの伸びが受雪器内に入った降雪量に比例する．

すなわちばねの伸び0．2mmが降雪量2mmに相当す
る．接点追尾装置は，ばねの伸び0．2mmすなオ）ち降雪

量2mmごとにパルスを自記電接計数器に送る．

　受雪口附近の雪冠除去用として受雪口に300Wの電熱

器，受雪器内の融雪用として受雪器下に60Wの電熱器が

つく．電熱器は，交流電源で加熱していて，この電圧は

観測室内のスライドトランスで調整し，各部分の温度が

変えられる．

　受雪器は，降雪量約700mmの容量の容器で，受皿の

上にのっていて降雪量500mmまで襯測できる．受雪器

内には氷点の低い塩化カルシウムの水溶液（塩化カルシ

ウム1．5kg，水1．5kgの割合の溶液）が入れてあって，

これで降雪を溶かして貯える．上述の受雪器下の電熱器

で受雪器の底を暖め，降雪の溶けるのを助ける．受雪器

内に軽油を浮かせ溶液の蒸発を防ぐ．空気制振器は，風

その他による受雪器，ばねなどの振動を防止し，接点追

本器の特性はっぎのようで凌）る．

遠隔自記できる．

　最大測定量は降雪量500mmである．

　2mm単位の測定である．

　自記電接計数器（週巻）を使っているので1週間ごと

に自記紙を変え，時計のぜんまいを巻けばよい．

電熱器用として交流電源を必要とする．

1958年1月

5．積算雪量計（トータライザー）9）

　5．1まえがき

　1951年から研究，試作，実用試験を重ね，測候課から

の要望仕様をもとにし1954年から351台製作，実用して

いる．

5．2　構　　造

　本器は，積雪地域に設置し，3～6カ月間放置してそ

の間の積算雪量を観測する測器である．さらに本器は，

そのまま雨量の観測にも使用でき積算雨量が観測でき
る．

　口径20cmの受水器で受けた降雪を貯水器に入っている

塩化カルシウム溶液（A型；塩化カルシウム20kg・水

　　　ρ　　　貯蝿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貯水器

／

排7kコツク

．、ノ木柱

／

排木㍉7

　　ゴ　ペ　イ

　！賄　　　蜘ガル柱
／1、t，

／1　＼
　　覧　　y

第12図　積算雪量計A型　　第13図　積算雪量計B型

20kg，B型；塩化カルシウム10kg，水10kgの割含の溶

液）で溶か’して貯える．

　A型は，多積雪地用で，最大測定量は降雪量2450mm

5
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で，高さ4mの木桂に取付ける．

　B型は，少積雪地用で，最大測定量は降雪量1800mm

で，高さ2mの鉄アングル桂に取付ける．

　本器は，長期間放置しておくので液の蒸発防止のため

にタービン油（A型0．5kg，B型0．3kg）　を入れてお

　く．

　受雪口面からの液面の深さと降雪量の関係を示す検定

曲線を作っておき，液面の深さを測定し降雪量を知る．

鋼製巻尺で受雪口の周辺4個所で液面の深さを測り，そ

の平均値をとる．設置時または前回見廻り時に観測した

液面の深さと次回の液面の深さを知り，検定曲線からそ

れぞれの深さに相当する降雪量を知り，両者の差を求め

れば，これがその期間の総降雪量である．

‘最後の観測のとき排水コックから液を排出，バケツに

受け，さお秤で重量を測る．このとき試水びんに液を取

り濃度を測定する．これらの値からも総降雪量を求める

ことができる．

5．、3　特　　性

木器の特性はっぎのようである．

長期間放置（3～6カ月）できる．

構造簡単で取扱い容易である．

積算雪量がわかる．しかし降雪時刻はわからない．

　　　6．採雪器（スノー・・サンプラー）

6．1まえがき

　1953年から研究，試作，実用試験を重ね，電力会社か

らの依託で製作した．さらに1955年から95組製作し，隔

測自記雪量計の設置個所で使用している．

　6．2　構　　造

　本器は，積雪地域で使用し，積雪の深さ，玉1ム均密．慶，

相当水量を算出し，洪水予報，離雲水の利用のi盗料を得

ることを目的とする．

　採鷺管（5本）は，内径55mmの軽量で強度の大きい

ジュラルミン管で作られ，携行に便利なように1本の長

さは75α3で，結合ねじによりつぎ足し，取り外しのでき

る構造になっている．A型採雪管には軟雪用穣型（8赦

6
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舞14図　収容ばこに納めた採雪器

刃）が附属し，B型採雪管には硬雪用歯型（4枚刃）が

附属し，これにつぎ足し用採雪管（最多の場合3本）を

っなぐ．採雪管4本をっなぐと最大長さ3mが得られ，

積雪深さ3m以下のときに使う．雪質に応じて刃を使い

わける．各管には1cmごとの目盛があり，採雪ハンドル

を用い採雪管を積雪中にざしこんだときの深さが測れ

る．刃の内径は，50．5mmで採雪面積は20cm2である．

採雪管の窓からクリーナーを差しこみ雪をきり，さらに

測深棒にクリーニングアタッチメントをつけ採雪管内の

雪を押しだしたり，管内に油を塗布したりする．

　挟雪した採雪管は，そのまま吊金具でつり下げ，さお

秤で重量を測り，この値および積雪の深さから積雪の平

均密度，相当水量を算出する．

　測深棒は，外径12mm，長さ75cmのジュラルミン管

で，結合ねじでつぎ足し，取り外しができる．尖端に石

突きがつき全7本をっなぐと全長525cmになる．測深棒

には1cmごとの目盛があって積雪にさしこんだときの積

雪の深さを測定できる．

6．3　特　　性

本器の特性はっぎのようである．

携行に便利な構造である．

構造簡単である．

積雪の深さ，平均密度，相当水量が測れる．

お　す　び

　上述の新型気象測罪は，旗畑襯測部長はじめ襯測部，

気象研究所，気象測器製作所などの各関係官の並々なら

ぬ研究，努力の結果生れたものである．
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